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図1 趣旨説明

本プログラムでは、芝浦工業大学、National Taiwan University of Science and Technology（NTUST）、Widya Mandala Surabaya Catholic University（WMSCU）の学
生が混成チームを編成し、「Chemical Life Hack」をテーマとした国際PBLを実施した。参加学生は、化学の知識を活用して日常生活における課題を発見し、その
解決策を企画・実験・検証するとともに、得られた成果を定量的に評価した。さらに、社会実装を意識した起業家精神（アントレプレナーシップ）の視点を取り入れ、
科学的根拠に基づきながら社会的価値を創出する方法について学んだ。
最終成果として、各チームは英語によるプレゼンテーションおよび3分間の動画を作成し、実験結果だけでなく、CO₂排出量削減、食品ロス削減、エネルギー使用
量削減、コスト削減など、提案手法が社会へ与えるインパクトを可能な限り数値で示した。また、動画公開を前提として、著作権、商標、肖像権などの知的財産権
についても学び、研究成果を責任ある形で社会へ発信する姿勢を養った。
本プログラムを通じて、学生は専門知識に加え、多文化環境におけるコミュニケーション能力、課題発見・解決能力、科学的思考力、データに基づく説明力、そし
て社会実装を見据えた発想力を身に付けた。異なる文化や専門分野を持つ学生同士が協働し、化学を通じて持続可能な社会に貢献する方法を考える貴重な機
会となり、国際共同教育として大きな成果を得ることができた。
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